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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月24日(2008.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　それから、色相幅対数値を各カテゴリ項目値の種類の数に応じて均等に分割して自然対
数による均等分割対数値を算出する。ここで、均等分割対数値は、ｌｏｇ（色相幅値）÷
（カテゴリ項目値の種類の数－１）によって算出される。したがって、カテゴリ項目値の
種類の数が１０個の場合には、均等分割対数値は、5.48063892334199÷(10-1)=0.6089598
80371332となる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　次に、対数関数の逆関数である指数関数を用いた指数変換処理により、各カテゴリ項目
値別対数値をそれぞれ指数変換して各カテゴリ項目値に相当するカテゴリ項目値別指数変
換値を各々算出する。各カテゴリ項目値別指数変換値の算出式は、Ｅｘｐ（各カテゴリ項
目値に相当する自然対数値）となる。尚、Ｅｘｐは、指数関数（ｌｏｇ関数の逆関数）で
ある。
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